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都市空間 としての公園(1)

国立民族学博物館

森　 明 子

◆ 公 園 と は?

　 ヨーロ ッパの都市の風景 を構成す るのは、

教会、市庁舎、オペ ラハウスな どの大 きな建

物 と、それ を配置 している広場 や大通 りなど

の空間である。 さらに、密集 した都市の中に、

広い面積で配置 されている公園 も見落 とせ な

い。公園は、 ヨーロッパの町の風景 を構成す

る重要 な要素 である。 ヨー ロッパ に行ったこ

とのあ る人は、日本の公園 に比べて、 ヨーロ

ッパの公園が、広々 として明るいの に感L・し

た経験があるのではないだろうか。

　 た しかに ヨーロッパ には、美 しい公 園が多

く見 られる。 なぜ 、美 しいかといえば、公園

を利用 している人たちはみな心地 よさそうに

見 えるし、よ く管理 された公 園とい う印象 を

受 けるか らである。 しか も公園 は、誰で も無

料で利用す ることがで きる。観光旅行者であ

る私たち も、拒 まれることはな く、たいへん

友好的である。

　 日本の都市の公 園は、必ず しもつねに快適

な空間ではない。無料の公園 は、 しばしば都

市のふ きだまりのような様相 を示す。そ こで

は、ニュースになるものからならないもの ま

で、 さまざまな犯罪がおこっている。 日本で

快適な、つ まり美 しくて安全な公 園を求める

なら、それは有料であることが多い。入園料

の必 要な公園な ら、 きび しく管理 されている

か らであ る。

　では、児童公園 と呼ばれる子 どもの遊び場

はどうだろう。 「公 園デ ビュー」 とい うこと

ばが生 まれた ことにみ られるように、そ こに

は大人の、ひ じょうに緻密で緊張感 に満ちた

交 際の場 が形 成 され てい る。 「市 民運 動公

園」 なるものは どうだろう。 この場合 は、公

園 というより、スポーツ施設 に特化 している

例が少な くない。では、なぜ これが運動公 園

と命 名されるのだろ うか。

　 こう してみると、公 園の大 きさや公園が備

えている施設 は多様 で、個々の公 園の 目的は、

それぞれ異 なっていることがわかる。ただ し、

本来の 目的 と実際の利用状況が、つねに一致

しているわけで もない。 また、公園のあ りよ

うは、時代 によって も変化する。そ もそ も、

自分が 「公 園」 に何 を求めているのか さえ、

曖昧であることに気がつ く。私 たちが公 園に

図1　 児 重 公 園(ベ ル リン)
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求め るものは何だろう?

そ こで、公園 という特殊な空 間を、都市の

中に設けることを発明 した ヨーロッパにおい

て、公園がそ もそ もどの ように成立 し、人 々

はそれを どの ように利用 しているのか、考 え

てい きたい。今回はまず、都市公園の成立 を

みて、公園 とい う空 間の もつ政治1生に注 目 し

よう。なお、 ここではベル リンとウィーンを

参照枠 としていることを、あらか じめお断 り

してお く。

◆ 都 市 公 園 の 成 立

現在 、私たちが ヨーロ ッパの都市 を訪れて

目にす る公園は、その成立の経緯によって、

い くつか に分けることができる。

1)王 侯や貴族 の邸宅 ・離宮であったものが、

後 に市民 に解放 されたもの

2)王 侯の狩猟場が、後 に市民に解放 された

もの

3)都 市 自治体 によって建設 された都市公 園

4)王 侯や大学 に帰属 する研 究施設が、市民

に解放 されたもの

5)国 際的なメ ッセ会場の跡地 を、公園 とし

て利用するもの

ここで取 り上 げようとしているのは、3)

にあげた、都市 自治体 によって建設 された も

のであ る。これが、公 園の ひとつの基本 をな

してい ると考 えられる し、 また明治以降の 日

本が、 ヨーロ ッパか ら取 り入れ ようとした も

のであ る。

ドイツの都市公園は、18世紀末 ころの構想

が、19世紀 になって実現 し、その後20世 紀 に

かけて発展 した。公 園が19世 紀 に出現 した と

いうことは、 ドイツの公園 を考 えるうえで、

決定的 に重要 な意味 を もっている。19世 紀、

公共性の担 い手 は、君主の権力 か ら、市民階

級(ブ ルジ ョアジー)が 中心 となって構成す

る、自治体や国家の権力へ と移行 した。都市

公園は、この新 しい公共性のひとつの姿 を、

都市の空間 に具象化 した もの としてとらえる

ことができる。都市公園には、 自治体や国家

を実際 に動か してい る都市 ブルジ ョアジーの

文化が 、投影 される。そこで、公 園に実現 さ

れた都市 ブルジ ョアジーの文化が,ど の よう

なものであるのか、次 の5点 にまとめた。

◇ 散歩 道

第1は 、散歩道 としての公園 という側面 で

ある。散歩は、18世紀 にブル ジョアジーが発

展 させ た文化であ る。ブルジョアジーの散歩

は、気楽に好 きなところを歩 く暇つぶ しでは

なかった。美 しく着飾 った身分 の高い紳士淑

女 がそぞろ歩 く目的は、散歩道で行 う社交 に

ある。 したが って、散歩時の身な りや行動、

誰が誰 と散歩す るのかなどは、適正 とされる

マナーに従 うことが要求 された。 また、散歩

する道は どこで もいいとい うわけではな く、

散歩道 として人々が認識する特定の道があっ

た。 そのような散歩道 は、 「公的 な」性格 を

担 っていた と考 えてよい。18世 紀の ヨーロ ッ

パ では、すで に軍事 的な意味を失 っていた都

市 の市壁 が、代表的な散歩道 だった。

1853年 、ハ プスブルク帝国の フラ ンツ ・ヨ

ーゼ フ皇帝が、 ウィーンで暴漢 に襲われる事

件があった。皇帝は、市壁の散歩道 を歩いて

いるときに、暴漢に襲われた。市壁の散歩道

は、皇帝が散歩するような場所で、 しかもそ

れを誰 もが知 っていたことを示 している。 こ

の事件の後、 ウィーンの市壁 は壊 され、跡地

には公園 と散歩道 を備 えたリンク ・シュ トラ

ーセが建設 された。

◇ レス トラ ンと音 楽堂

19世紀 の公園には、い くつ もの散歩道 と同

時 に、 レス トランまたは音楽堂がつ くられ、

それが公園の核 を構成 した。 レス トランや音

楽堂の建物は,公 園にやってきたブルジ ョア

ジーの社交の中心 的な舞台になった。 この建

私の スケッチ ・ブック(6)27



物 の周囲に、花壇 や噴水な どをあ しらった整

形式の庭 園がつ くられ、その外側に さらに緑

が広がる。建物か ら発 した散歩道は、整形式

の庭園 を経て、緑地 にいたる。

この ような公園の基本的なデザイ ンは、貴族

の邸宅 をモデルに していることを、白幡洋三

郎が 指摘 している。18世 紀、貴族 の間では、

田舎に広大 な邸宅 をか まえ、そ こに客 を招 い

て社交を行 うことが流行 した。広 い邸宅の中

心 に位置する城館では、さまざまな催 しが行

われた。19世 紀 のブル ジョアジーは、貴族が

田舎につ くった邸宅 をモデル とし、ただ し都

市の外 には出ないで、都市空間の内部 に彼 ら

の社交の場 をつ くった。 それが公 園である。

だか ら公園のデザ インは、貴族 の田舎の邸宅

と重 なる。田舎の城館にかわって、公園には

レス トランや音楽堂がつ くられ、その周 囲に

は田舎の邸宅 と同様 に、整形式 の庭園 と遊歩

道がつ くられてい る。

　 さて、19世 紀の社交の場では、馬車が;必須

だった。 レス トランや音楽堂に行 くためだけ

でな く、広 い公園内を馬車で社交することも

あった。19世 紀半ばに設計 された公園に、散

歩道の他に広い馬車道 も見 られるのは、その

ためである。

◇ 社会 階級

　馬車は、当然の ことなが ら、都市の下層の

人々にとっては縁遠 いものだった。19世 紀の

公 園 は、貴族社 会か ら市民(ブ ル ジ ョアジ

ー)社 会へ の移行を示 しているが
、それと同

時に、 この新興ブルジ ョアジー階級が、それ

よりも下層の都市の住民 とは異 なるこ と、つ

まりブルジ ョアジーの威厳 と勢力 を、誇示す

る空間に もなった。 そこで第3点 として、公

園が19世 紀 ブルジ ョアジーの階級意識 を投 影

した装置である ということをあげたい。 この

点 を端的にあ らわすのが、公園の名前である。

たとえば、 ブレーメンにビュルガーパ ークと

い う公園がある。 ビュル ガーとは、ブルジ ョ

アジーにあたる ドイツ語であ り、文字通 りブ

ルジ ョアジーの公園を意味す る。 ウィーンに

はブルクガルテ ン、フォルクス ガルテン、シ

ュタッ トパ ークという公園がある。それぞれ

王宮庭園、民衆庭 園、市民公園 を意味 し、そ

の名前は、公園がそれぞれの社会階級 に向け

て設計 された ことを示 している。 また、20世

紀の前半 になる と、 フォルクスパーク(民 衆

公園)と い うことばが使われる ようにな り、

公園 を誰のために、何 を目的 としてつ くるか

が、変化 してい くことになる。

◇民 衆の啓 蒙

　ブルジ ョアジーのつ くりあげた公園は、下

層市民 を締め出す ものではなかった。19世 紀

の公園は、啓蒙主義の18世 紀をへ て、民衆 を

啓蒙 しようとす る意識 を投影 してい る。ここ

では、教養あるブル ジョアジーの社交の場 を、

下層 階級が 目に して、教養やマナーを学ぶ場

にすることも重要な使命 だと考 えられた。 こ

う考えたのは、もちろんブルジ ョアジー自身

である。

図z　 公 園 内の かつ ての馬車 道

　　　 (ツェレ)
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人の造形が、公園 を歩 く人の視 線の集 まる要

所 要所 に配置された。それは、貴族の邸宅に

おいて、ギ リシア彫刻が配置 されていた場所

である。啓蒙主義の洗礼 を受けたブルジョア

ジーは、民衆 を排除す ることはせず に、民衆

を国家 に貢献す る人間に教育 しようとしたの

である。

この ように、国家に対する意識 を民衆の間

に育成 しようとする意欲 は、19世 紀 とい う近

代国家統一の時代 を考慮する ことによって、

理解で きる。 ドイツで都市公園がつ ぎつ ぎに

つ くられていった19世 紀 中葉は、ビスマルク

が出て ドイツ国家 を統一 した時期 と重なって

いる。

◇保 健衛 生

都市公園に実現 された、ブルジ ョアジー文

化の第5点 と してあげたいのは、保健衛生施

設 としての側面である。公園は、労働者 階級

など都市の下層住民 の啓蒙施設である と同時

に、厚 生施設 として も考 えられた。そのよう

な考 え方は、19世 紀末か ら20世紀前半にかけ

て明確 に意識 され、実践 されるようになる。

端 的 な例 と して、 ウ ィー ンの 民 衆 庭 園

(Volksgarten)に1924年 に設置 された、牛

乳 を飲 むため の施設(Milchtrinkhalle)を

あげるこ とがで きるだろう。ここでは、公園

は民衆の栄養 と健康 に配慮 してい る。

厚生施設 としての公園のあ り方 については、

20世紀 の展開 として、 自然に対す る意識 とあ

わせて、改めて考える必要がある。

◆ 都 市 公 園 の 政 治 性

　公園は、誰 もが利用で きる開かれた空 間で

あ るが、その空間に、政治性が ない と考 える

ことは誤 りである。19世 紀 につ くられた公園

には、当時、都市文化の担 い手 となったブル

ジ ョアジーの政治 性が見え隠れ している。 こ

の公園文化 は、た とえそのままではないに し

ても、現在私たちが ヨー ロッパ に行 った とき

に目にする公園の基盤 をな していて、今ある

公園 に見て取る ことがで きる。

　政治性を担わなければ、この ような公園が

都市空間の中に実現する ことはあ りえなかっ

た。公園は都市計画 とともにあ り、それは都

市 をお さめ る側一 自治体 一の意図 を必須 とす

る。ブルジ ョアジーが下層 の労働者を支配す

る構造を もつ 自治体であるなら、公 園は必然

的に、ブルジョアジーが下層の労働者 に与え

るものになる。そう して、19世 紀 ヨーロッパ

の公園は実現 した。

　 さて、今 日の公園では、ブルジョアジーの

威厳 の誇示や民衆の啓蒙 という特徴 は、後景

に しりぞい て、公園の利用の しかたはきわめ

て多様 になっている。現代の公園のあ り方は、

20世紀 から現代 にいたる都市 に住む人々が、

前世紀 から受継 いだ公園に、新 しい意味 を与

えた結果であ り、それ もまた積極的にとらえ

る価値がある。これ については、機会 を改め

て述べ たい と思 う。
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